日韓会談文書・全面公開を求める会　公開シンポジウム


～原発・沖縄・日韓会談～
（日時）　１２月２３日（金）　午後１時半～４時半（１時開場）
（会場）　東京しごとセンター５Ｆセミナー室（裏面に地図）

　　　　　最寄り駅：ＪＲ・地下鉄飯田橋駅下車徒歩８分

（参加費）　１０００円（学生は５００円）
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２０１１年３月１１日に起こった東日本大震災は地震、津波による被害もさることながら、福島第一原発事故を通して、被曝という人災を引き起こす契機となりました。とりわけ、原発については日本における「原子力の平和利用」の「安全神話」の崩壊が露呈したことにより、一般市民が今まで知ることがなかった事実が続々と明らかにされました。原発事故を通して、国や東京電力をはじめとする行政や企業による行動の限界性が明らかになるとともに、市民自身がより能動的に今後起こりうる状況に対処しなければならなくなりました。
さらに、３・１１は私たちに文明観の転換をも示唆しています。すなわち、近代という時代において、人類は人間が生み出した科学技術によって、人類の諸課題を克服できることを信じてきたのではないでしょうか。しかし、これからはそのような思想と決別し、私たち自身が自然との調和を基本としながら、より安全で、より平和な世界を追究しなければなりません。
このような認識をふまえて、本会は日韓条約関連外交文書の全面公開を求めて、今日まで運動を続けてきました。そのような私たちが３・１１の経験を通して、何を学ぶことができるのでしょうか。とくに、今日までさまざまなテーマで市民が情報公開に取り組んできましたが、いまこそをそれらの経験に学びつつ、私たちの運動をよりよきものとしたいと思います。
今回のシンポジウムでは原発、沖縄密約、そして在韓被爆者問題に取り組んできた方をお招きします。日韓条約とともに、これらのテーマに共通しているのは「国策」ということです。そして、「国策」の名の下に、開示すべき情報がいまだに秘匿され続けているという点も共有しています。このような意味で、お互いに学び合うことを通して、正義の実現、そして、より開かれた、より民主的な社会を作るためのヒントを得たいと思います。
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日韓会談文書・全面公開を求める会


〒165-0031　東京都中野区上鷺宮１－８－２　山本方


ＴＥＬ：０９０－９２０４－７６０７（山本）　メール：nikkanbunsyo@yahoo.co.jp








テーマとパネリスト





原発問題


崔勝久（チェ・スング）さん（原発体制を問うキリスト者ネットワーク）





沖縄密約問題


柴田鉄治さん（沖縄密約訴訟原告）





戦後補償(在韓被爆者)問題


市場淳子さん（韓国の原爆被害者を救援する市民の会）





パネリストのプロフィール





崔勝久さん


１９４５年大阪生まれの「在日」２世。２０歳で「日立闘争」に出会い、在日韓国川崎教会・青丘社を中心に地域活動を始めた。「原発体制を問うキリスト者ネットワーク」「新しい川崎を作る市民の会」で活動中。





柴田鉄治さん


１９３５年生まれ。東京大学理学部卒業後、５９年に朝日新聞に入社し、東京本社社会部長、科学部長、論説委員を経て現在は科学ジャーナリスト。大学では地球物理を専攻し、南極観測にもたびたび同行して、「国境のない、武器のない、パスポートの要らない南極」を理想と掲げ、「南極と平和」をテーマにした講演活動も行っている。著書に『科学事件』（岩波新書）、『新聞記者という仕事』、『世界中を「南極」にしよう！』（集英社新書）ほか多数。





市場淳子さん


１９５６年、広島県生まれ。１９７９ 年１ 月に初めて韓国を訪れ、在韓被爆者の実態に接して以来、「韓国の原爆被害者を救援する市民の会」の活動に携わり、現在会長。著書『ヒロシマを持ちかえった人々―『韓国の広島』はなぜ生まれたのか』。











